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シ ニ ア 松 塚 新 年 交 歓 会 次 第

開 会 :午前11時

1.開  会
2.会長挨拶
3.区長挨拶
4.乾  杯
5.食  事
6.催  し

① 合 唱 曲
「春夏秋冬」

② マジック
③ みんなで歌おう

*歌詞は裏面に記載
替え歌 1ロ

唱 歌 2.

7.抽 選 会

8口 閉  会

閉 会 :午後 2時

奥田 副会長
上田 会長

奥田 区長

岩田 役員

歌 松 会

井野 善史 様

石井 欽三 様(リ ード)

お願い:空き瓶、_空き缶 弁ゝ当容器等1主 お持ち帰り下さい。

常 ト` 領 1ス 書  2025上 19

元気高齢者

(高校三年生替え歌)

ふるさと

役員、幹事

室崎 副会長

下記会費工に領収致しました。

新年交歓会会費 夕Oθ丹
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